
                                                          29日機輸プ業第 313号 

2018年 2月 28日 

組合員各位 

日本機械輸出組合 

                                   理事 南塚 誠一 

インフラ関連リスク対策セミナーの開催について 

～海外プロジェクトリスクの実態と対応可能な保険分野の最新事情 

及びリスクマネジャーの役割とその重要性 ～ 

                                

 

拝啓、貴社ますますのご隆昌慶賀に存じます。 

さて、標記について下記の通り、①海外プロジェクトリスクの実態と対応可能な保険分野の最新事情及

びリスクマネジャーの役割とその重要性等について、実践に基いたご講演を頂きますので、海外進出及

び海外 Projectを展開する皆様にとって貴重な機会と考えています。 

つきましては、講演内容にご関心の向きは、お手数をおかけしますが、3月 16日（金）までに、当組合

ホームページのセミナー開催案内（http://www.jmcti.org/jmchomepage/semminar/index.htm）から申込み

頂きたくお願い申し上げます。 

                                         敬具 

                   記 

日 時：平成３０年３月２０日（火）１５：００～１７：００ 

場 所：日本機械輸出組合・第一会議室（定員：約４０名） 

    港区芝公園３－５－８（機械振興会館４階） 

参加費：組合員は無料 

 

講演１：「海外プロジェクトリスクの実態と対応可能な保険分野の最新事情」 

講 師：Willis Japan Services㈱  米原部長 

講演概要 

FIDIC (Silver Book) を題材にリスクと保険に関わる条項について、FIDIC2017年版における更新内容も

念頭に整理した上で、海外プロジェクトの EPC Contractorとして設計すべき各保険種目における留意点等

を取りまとめます。 

プロジェクトに応じて、EAR/CARや CGL/TPL、Workers’ Compensation Insurance/Employer’s Liability 

Insurance、Auto Liability Insurance のみならず、Contractor’s Equipment Insurance、Marine Cargo 

Insurance、Professional Indemnity Insurance、Pollution Liability Insurance、各種 Hull & Marine 

Liability Insuranceなど多様な保険手配を要し、かつプロジェクトの特性に応じたカバーの充足が必要と

なります。 

Owner が保険を取りまとめるケース (OCIP;Owner Controlled Insurance Program)、EPC Contractor が

付保するケース、また、Subcontractorが個別に保険手配するか否かに応じても検討内容や保険料コストが

変わってきます。さらに、プロジェクト実施国の保険マーケット・国際再保険マーケットの環境等も考慮

した保険プログラムの構築が必要となります。 

これら諸点についての整理が、海外プロジェクトへの入札・請負実務管理において有用なものになると

考えます。 

 



 

講演２：「リスクマネジャーの役割とその重要性」 

講 師：テルモ(株)リスクマネジメント担当部長（リスクマネージャー） 蒲原 信行氏 

講演概要：  

リスクマネジメントへの取り組みで欧米企業に比して日本企業が劣っている最大の理由として、「リスク

マネジャーの存在」の有無にあると言っても過言ではないと考えられています。そこで、数少ない実際に

日本企業で「リスクマネジャー」の職務を遂行されているテルモ（株）蒲原氏をお招きし、「リスクマネジ

ャーとは」「リスクマネジャーの必要性」等、同社におけるリスクマネジメント体制の改革の取り組みで、

日々の仕事を通じた実例を踏まえ経験されてきていることを、具体的に開示お話いただきます。 

海外進出、海外 Project 等を展開する皆様にとってリスクを考える上で、実践に基づく貴重な講演にな

るものと考えております。 

                                             以上 

 

 

（講師ご紹介） 

１．米原康志氏 

早稲田大学商学部(保険専攻)卒、大手日系損害保険会社にて、アンダーライティング部門・損害サー

ビス部門･リスクマネジメントサービス部門･営業部門にて、23年間にわたり、欧米亜のグローバル案

件に従事。2014年、英国系保険ブローカーWillisグループの日本法人 Willis Japan Services㈱に転

職、国内外のプロジェクト･エネルギー案件を中心に担当し、現在は業務部にて海外プロジェクトを担

当する部長として業務を遂行中。 

 

２．蒲原信行氏 

東京大学経済学部卒、大手生命保険会社／外資系リスクマネジメント・コンサルティング会社におい

て海外 15年の経験を経て、2015年テルモにリスクマネジャーとして招聘される。 

テルモでは、全世界の損害保険契約を本社に集約、一元管理するグローバルプログラムを組成し、補

償内容の大幅改善とコスト半減を達成。また、工場の防災対策、サプライチェーン・マネジメント、

グローバル BCP、テロ対策を含む海外危機管理等のリスクマネジメント活動全般に従事。 

 

 

 

（お問い合わせ先） 

日本機械輸出組合 プラント業務グループ （担当：南塚、田中） 

TEL：03-3431-9808 / E メール tanaka@jmcti.or.jp 


